
  

      

令和５年度第４回海津警察署協議会議事概要報告書 

 

協議会名 海津警察署協議会 

開催日時 令和６年２月22日 木曜日 午後４時00分から午後５時25分までの間 

開催場所 

 

 海津警察署 会議室 

 

 委 員 

協議会委員 鷲野善仁（会長）、福田政春（副会長）、中島美穂、伊藤理恵 

加島眞由美 

  

 海津警察署 署長、次長、刑事・生活安全課長、地域・警備課長、交通課長 

       会計課長、警務係長 

議事概要 

 

協議会次第 

１ 警察署長あいさつ 

２ 協議会長あいさつ 

３ 議事 

(１)  令和５年中における海津警察署管内の情勢説明 

「2024年版 広報・海津警察署」に基づき、下記事項につき各課長が説明 

ア 令和６年岐阜県警察基本指針及び重点目標（次長） 

  イ 犯罪情勢（刑事・生活安全課長） 

  ウ 交通事故情勢（交通課長） 

  エ 海津警察署の活動（地域・警備課長） 

  オ 落とし物・拾い物の状況（会計課長）   

  カ 令和６年度岐阜県警察採用案内（次長） 

(２)  意見交換 

事前に、各委員から意見要望を聴取し、担当課長が回答 

  【鷲野委員】 

   問 緊急の児童の見守り活動、サポート詐欺やあおり運転への対応等の広報

チラシ配布などのスピーディで実効性のある活動を今後も願いたい。 

     また、令和６年４月から海津町内の小学校が統廃合により１校となり、

登下校の通学路も変わることから、交通安全教室の実施など学校と連携し

た取り組みを願いたい。 

   答（交通課長） 

     市民の意見・要望に応えながら、機を失することのない対策を講じてい

く。 

     海津町の小学校の統廃合については、先日、バス停の現地視察を行い、

安全性や危険個所の洗い出し等、市や学校関係者と協議した。 

     今後も、関係機関と連携を密にし、見守り活動などを効果的に実施して



いく。 

  【福田委員】 

   問 令和５年11月12日、長良川右岸堤防道路で発生したひき逃げ事故につい

て概要等を説明願いたい。 

   答（交通課長） 

     当該事故については、令和５年11月12日午前０時44分頃、海津市海津町

瀬古地内の主要地方道23号北方多度線で発生した正面衝突の事故となる。 

     被疑者は、車両を事故現場に放置して、以降所在不明となったもので、

警察本部と連携し所在捜査を進めていたところ、１月16日に名古屋市の立

ち回り先で被疑者を発見、ひき逃げの罪で逮捕した。 

     堤防道路は正面衝突が多発する場所で、避けることができない場合もあ

るため、速度を抑える、堤防道路の走行を避ける、同乗者もシートベルト

を必ず着用するなどして、被害を軽減することが重要である。 

  【伊藤委員】 

   問 養老鉄道松山駅付近では、国道へ抜ける自動車、自転車及び歩行者が錯

綜し、常に危険を感じる場所であるため、これら危険が予知される場所に

おける見守り（指導）を重点的に実施願いたい。 

   答（地域課長） 

     松山駅周辺は、電車の利用者や自転車が多く、踏切の幅員も狭いという

ことで危険な箇所として把握しているため、赤灯駐留警戒や踏切の取締り

等を実施している。   

   【加島委員】 

   問 知人から、堤防道路の自動車のスピードの速さに驚いたと言われ、何か

安全に走行できる方法があれば教示願いたい。 

   答（交通課長） 

     堤防道路においては、速度取締りのほか、パトカーによるレッド走行等

見せる活動を強化している。 

     堤防道路を走行する際は、速度を抑える、同乗者もシートベルトを必ず

着用するなどの安全運転を徹底して欲しい。 

   【鷲野委員】 

   問 海外から、日本は落とし物が返ってくる国だと言われているが、落とし

た場合や拾った場合の返還率は。 

   答（会計課長） 

     現状、正確な件数は把握していない。 

４ 協議会委員あいさつ 

５ 警察署幹部あいさつ  

６ お礼の言葉 

７ 閉会 

 

 

 

 

   ※必要に応じ資料を添付すること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


